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こ
の
ほ
ど
、
統
計
功
労
者
と
し
て
多
木
化

学
㈱
が
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
、
高
井
千
里
さ

ん
（
古
宮
）
が
総
務
大
臣
表
彰
、
田
中
登
美

さ
ん
（
野
添
）
が
知
事
表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

昼
間
不
在
世
帯
の
増
加
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

意
識
の
高
ま
り
な
ど
統
計
調
査
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
２
人
は
、
各
種
統
計
調
査
の
内
容
を
正

確
に
把
握
し
、
適
正
に
調
査
票
を
配
布
、
回

収
、
点
検
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
統
計

調
査
を
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
多
木
化
学
㈱
は
、
勤
労
者
に
つ
い
て

の
統
計
調
査
を
円
滑
に
実
施
し
た
事
業
所
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

高
井
さ
ん

、
田
中
さ
ん

、
多
木
化
学
㈱
に
各
大
臣
表
彰
と
知
事
表
彰

播
磨
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
後
河

内
瀧
雄
氏
が
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

後
河
内
氏
は
昭
和
五
十
六
年
、
播
磨
町
新

池
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
就
任
し
た
の
を
皮
切

り
に
、
平
成
八
年
か
ら
は
播
磨
町
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
会
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
河
内
氏
は
「
驚
き
と
感
激
で
複
雑
な
心

境
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
・
奉
仕
・
友
愛
の
精

神
に
基
づ
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
尽
力

し
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
河
内
　
瀧
雄
氏

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

▲後河内 瀧雄氏

町
内
の
全
小
学
校
内
に
あ
る
学
童
保
育
所

が
一
堂
に
集
い
、
交
流
を
深
め
る
「
第
９
回

学
童
ま
つ
り
」
が
十
一
月
十
八
日
(日)
、
播
磨

西
小
学
校
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
親
子
約
二
百
八
十
人
が
参
加
。

目
標
の
輪
を
狙
っ
て
靴
を
飛
ば
す
「
く
つ
ミ

サ
イ
ル
」、
腰
に
つ
け
た
ひ
も
を
逃
げ
な
が

ら
取
り
合
う
「
し
っ
ぽ
と
り
」
な
ど
が
あ
り
、

親
子
た
ち
が
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

学
童
ま
つ
り
　
親
子
280
人
が
楽
し
む

秋
の
叙
勲
で
中
嶋
仁
道
氏
（
大
中
）
が
勲

五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

中
嶋
氏
は
元
教
誨
師
で
、
三
十
年
以
上
加

古
川
刑
務
所
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
収
容
者
と
対

話
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
刑
務
官
と
収
容
者
は
対
等
に
話
を
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
刑
務
官
と
収
容
者

の
間
に
立
ち
、
魂
で
会
話
を
す
る
こ
と
を
心

掛
け
た
。
な
か
に
は
罪
を
悔
い
、
泣
き
な
が

ら
真
実
を
語
っ
た
収
容
者
も
い
た
」
と
昔
を

振
り
返
り
な
が
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

中
嶋
　
仁
道
氏
に
勲
五
等
瑞
宝
章

十
一
月
十
四
日
(水)
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
播
磨
町
こ
と
ぶ
き
大
学
の
大

学
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
主
催
者
の
あ
い
さ
つ
な
ど
の

あ
と
、
午
前
・
午
後
の
部
に
分
か
れ
て
日
ご

ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
最
後
に
は
播

磨
音
頭
の
総
踊
り
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

播
磨
町
こ
と
ぶ
き
大
学
大
学
祭
　
盛
大
に
開
催

▲学生による舞踊

十
一
月
一
日
(木)
、
福
祉
会
館
に
て
播
磨
わ

く
わ
く
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

播
磨
わ
く
わ
く
講
座
と
は
、
住
民
の
方
が

主
催
す
る
会
合
な
ど
に
町
職
員
が

出
向
き
、
町
政
の
現
状
や
知
っ
て

い
る
と
役
に
立
つ
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
講
座
で
、
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

母
子
た
ち
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
ト
ゥ
イ
ン
ク
る
」

が
企
画
し
「
子
育
て
を
楽
し
む
た
め
に
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
子
ど
も
と
一
緒
に
講
座
が

受
け
ら
れ
た
の
で
安
心
し
て
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
と
満

足
し
た
様
子
で
し
た
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
企

画
調
整
課
1
０
７
９
４
（
３
５
）

０
３
５
６
ま
で
ど
う
ぞ
。

播
磨
わ
く
わ
く
講
座
　
開
講
！

▲楽しそうな参加者 ▲田中登美さん

十
二
月
広
報
で
交
通
事
故

の
状
況
が
掲
載
さ
れ
、
事
故

件
数
の
減
少
と
死
者
ゼ
ロ
が

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
町
の
道
路
に
は
標
識
が

各
所
に
あ
り
、
安
全
な
町
で

し
ょ
う
。

そ
こ
で
標
識
設
置
を
調
べ

た
ら
、
警
察
が
設
置
し
た
も

の
と
し
て
、
横
断
歩
道
・
速

度
制
限
・
止
ま
れ
な
ど
の
標

識
。町

が
設
置
し
た
標
識
と
し

て
、
歩
道
・
縁
石
の
上
の
自

発
光
板
・
警
戒
標
識
・
十
Ｔ

の
交
差
点
マ
ー
ク
・
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・

街
灯
・
案
内
標
識
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

自
発
光
式
交
差
点
鋲
び
ょ
う
は
、

警
察
と
町
が
設
置
す
る
事
に

な
る
よ
う
で
す
。

交
通
安
全
は
、
危
険
箇
所

を
調
べ
る
こ
と
で
、
町
と
警

察
と
の
連
携
プ
レ
ー
に
よ
り
、

事
故
の
減
少
と
死
者
を
出
さ

な
い
町
が
続
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
協
力
も
必

要
で
す
ね
。

地
域
の
話
題
や
行
事
を
は
じ
め
、「
こ
れ
は
何
？
」
と
感
じ
た

こ
と
な
ど
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

企
画
調
整
課
　
広
報
係
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０
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３
５
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３
５
６

播
磨
西
小
学
校
の
太
鼓

座
が
で
き
て
、
今
年
で

「
二
十
四
年
目
」
だ
そ
う
で

す
。去

年
ま
で
の
卒
業
生
は

四
百
人
を
超
え
た
そ
う
で

す
。十

一
月
十
日
(土)
町
民
文

化
祭
に
出
演
す
る
た
め
に
、

十
月
二
十
二
日
か
ら
前
日

ま
で
の
三
週
間
、
授
業
が

始
ま
る
前
の
七
時
三
十
分

〜
八
時
ご
ろ
ま
で
と
、
放

課
後
か
ら
五
時
三
十
分
ぐ

ら
い
ま
で
、
体
育
館
で
大

原
先
生
の
指
導
の
も
と
で
、

六
年
生
九
人
（
男
子
五
人
、

女
子
四
人
）
が
練
習
を
し

ま
し
た
。

曲
目
、
八
丈
島
太
鼓
の

「
う
な
り
」「
荒
波
」
の
２

曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
後
の
ポ
ー
ズ
が
な
か

な
か
決
ま
ら
ず
、
全
員
で

「
第
二
十
四
期
生
」
と
い
う

こ
と
で
バ
チ
で
「
二
十
四
」

を
表
現
を
し
た
そ
う
で
す
。

太
鼓
座
を
い
つ
ま
で
も

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

第24西っ子たち
レポーター　楠元　直美さん

曲がった路面標示で“とまれ”
レポーター　山根　忠さん

播
磨
町
の
人
権
学
習
の

グ
ル
ー
プ
「
ふ
れ
あ
い
ウ

ェ
ー
ブ
」
の
受
講
メ
ン
バ

ー
が
十
一
月
十
五
日
(木)
に

二
子
地
区
の
普
光
寺
と
自

治
会
公
民
館
を
見
学
し
ま

し
た
。

年
間
六
回
程
度
の
学
習

会
で
す
が
、
先
月
の
古
田

地
区
に
続
き
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
。

近
藤
龍
樹
ご
住
職
の
講

話
で
は
、
五
百
年
前
の
普

光
寺
建
立
の
経
緯
や
地
域

の
歴
史
の
説
明
を
聞
き
ま

し
た
。

講
話
の
中
で
、
た
だ
単

な
る
「
ル
ー
ツ
」
を
調
べ

る
の
で
は
な
く
ご
先
祖
の

苦
労
や
思
い
を
受
け
止

め
、
時
間
や
空
間
を
越
え

て
、
人
生
の
営
み
が
現
在

に
続
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
や
、
私
た
ち
は
自
分
で

生
き
て
い
る
の
で
は
な

く
、「
生
か
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
二
子
自
治

会
公
民
館
を
見
学
し
、
地

域
の
交
流
の
場
と
し
て
の

役
割
や
核
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

地域の歴史を学ぶ
レポーター　門倉　敏子さん

▲みごとな勇姿を披露しました

▲みんなでワイワイガヤガヤ

▲古田の十字路で

▲いきいきセンター前

▲中嶋 仁道氏

▲高井千里さん


